
（１） ２００８年（平成２０年）　　

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
青
々
と
し
た
天
然
芝
が
映

え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
出
し

の
ス
タ
ン
ド
。
外
野
席
フ
ェ
ン

ス
に
は
勝
手
気
ま
ま
な
色
合
い

の
看
板
広
告
が
並
ん
で
い
る
。

プ
レ
ー
す
る
選
手
は
手
に
届
き

そ
う
な
距
離
に
い
る
。
何
年
も

見
慣
れ
て
き
た
光
景
も
今
日
が

見
納
め
だ
。

　
広
島
の
人
た
ち
や
カ
ー
プ
フ

ァ
ン
は
親
し
み
を
込
め
て
「
市

民
球
場
」
と
呼
ぶ
。
決
し
て
広

島
球
場
と
は
言
わ
な
い
。
そ
れ

が
自
然
と
染
み
付
い
た
愛
着
ぶ

り
を
示
す
。

年
前
の
新
聞
を

読
み
返
せ
ば
、
広
島
の
人
々
が

ナ
イ
タ
ー
の
あ
る
球
場
を
待
ち

望
ん
だ
熱
意
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ヤ
ー
の
最

終
章
、
連
日
の
大
入
り
満
員
は

市
民
球
場
へ
の
郷
愁
と
感
謝
の

気
持
ち
が
う
か
が
え
る
。

　
１
９
５
７
年
７
月

日
の
初

の
公
式
戦
ナ
イ
タ
ー
か
ら

年
。
何
度
も
腹
の
立
つ
試
合
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
喜
び

の
記
憶
が
つ
な
が
る
空
間
だ
っ

た
。
長
谷
川
（
良
平
）
の
力
投

や
外
木
場
の
完
全
試
合
。
古
葉

監
督
は
宙
を
舞
い
、コ
ー
ジ
（山

本
浩
）
は
打
っ
て
ほ
し
い
時

に
か
っ
飛
ば
し
て
く
れ
た
。
衣

笠
は
常
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立

ち
、
走
る
慶
彦
が
格
好
よ
か
っ

た
。
市
民
球
場
に
は
赤
が
似
合

う
。

　
幾
多
の
ド
ラ
マ
を
生
ん
だ
球

場
で
、
現
役
選
手
が
先
人
た
ち

に
負
け
な
い
頑
張
り
を
見
せ
て

い
る
。
足
が
速
い
選
手
が
増
え

た
今
、
市
民
球
場
の
広
さ
で
は

少
し
プ
レ
ー
が
窮
屈
そ
う
に
映

る
が
気
の
せ
い
か
。
来
季
か
ら

は
新
球
場
で
思
い
切
り
披
露
す

れ
ば
い
い
。
そ
の
締
め
く
く
り

の
一
戦
。市
民
球
場
開
設
以
来
、

３
１
８
２
試
合
目
と
な
る
プ
レ

ー
も
光
景
も
、
プ
レ
ー
ボ
ー
ル

か
ら
胸
に
刻
み
た
い
。

喜
び
も
悲
し
み
も
、
カ
ー
プ
フ

ァ
ン
と
と
も
に
歩
ん
だ
広
島
市

民
球
場
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ヤ
ー

の
ス
タ
ン
ド
は
、
３
万
人
を
超

す
観
客
で
膨
れ
あ
が
っ
た
。「あ

り
が
と
う
市
民
球
場
」
‖
９
月

日

（
撮
影
・
今
田
豊
）

　
プ
ロ
野
球
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の

本
拠
地
、広
島
市
民
球
場
（
中
区
）

が
、
公
式
戦
の
最
終
試
合
を
迎
え

た
。
１
９
５
７
年
７
月
の
完
成
以

来
、
半
世
紀
を
超
え
る

年
。
今

季
最
終
戦
の
広
島
―
ヤ
ク
ル
ト
戦

が
３
１
８
２
試
合
目
の
公
式
戦
に

な
る
。

　
広
島
市
民
球
場
は
地
元
財
界

社
（
二
葉
会
）
が
球
場
建
設
資
金

１
億
６
０
０
０
万
円
の
寄
付
を
広

島
市
に
申
し
入
れ
、建
設
さ
れ
た
。

設
計
か
ら
半
年
間
の
突
貫
工
事
で

完
成
。
被
爆
地
広
島
の
復
興
を
見

守
り
、
弱
小
球
団
か
ら
６
度
の
リ

ー
グ
優
勝
を
飾
る
常
勝
チ
ー
ム
に

成
長
し
た
カ
ー
プ
の
本
拠
地
と
し

て
、
多
く
の
フ
ァ
ン
か
ら
「
市
民

球
場
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
東
側
に
来
春
、「広

島
新
球
場
」
（
仮
称
）
が
オ
ー
プ

ン
す
る
の
に
伴
い
、
市
民
球
場
は

来
年
３
月
い
っ
ぱ
い
で
閉
鎖
の
予

定
に
な
っ
て
い
る
。



（３） ２００８年（平成２０年）　　　　　 　　　　　 （２）

史上 人目の完全試合を達成し、ファンの握手に応える

外木場 （１９６８年９月 日、大洋戦）
　
併
殺
を
完
成
さ
せ
た
木
下
が

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
両
こ
ぶ
し
を

グ
イ
と
突
き
上
げ
た
江
夏
に
道

原
が
跳
び
付
く
。
守
っ
て
い
た

ナ
イ
ン
、
ベ
ン
チ
の
控
え
選
手

が
駆
け
寄
る
。
威
勢
よ
く
上
が

っ
た
花
火
の
大
輪
に
照
ら
さ

れ
、
古
葉
監
督
の
体
が
宙
に
舞

う
。
そ
し
て
江
夏
が
、
山
本
浩

が
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト
が
―
。
４
年

ぶ
り
の
Ｖ
２
を
宿
願
の
地
元
で

果
た
し
た
ナ
イ
ン
は
感
激
に
酔

い
し
れ
た
。

　
重
苦
し
い
戦
い
だ
っ
た
。
マ

ウ
ン
ド
は
１
勝
４
敗
と
苦
手
の

小
林
。
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
っ
て

も
、
あ
と
一
押
し
を
欠
き
ゼ
ロ

行
進
。
ス
タ
ン
ト
ン
に
浴
び
た

本
塁
打
の
１
点
が
ズ
シ
リ
と
の

し
か
か
っ
て
い
た
。
ボ
ル
テ
ー

ジ
が
上
が
り
っ
放
し
の
ス
タ
ン

ド
と
は
対
照
的
に
打
線
は
一
向

に
燃
え
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
広
島
は
や
は
り
強
か

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
シ
ー
ズ
ン

の
特
徴
で
あ
る
全
員
野
球
で
逆

転
に
つ
な
げ
た
。
六
回
、
本
塁

打
王
の
夢
も
残
る
山
本
浩
が
右

前
打
。
三
村
が
持
ち
味
の
右
狙

い
打
法
を
決
め
て
同
点
の
足
が

か
り
と
し
た
。

　
七
回
は
高
橋
慶
の
足
が
生
き

る
。
当
た
り
損
ね
の
投
ゴ
ロ
が

小
林
の
一
塁
悪
送
球
を
誘
っ
て

三
進
。
衣
笠
は
見
事
に
ス
ク
イ

ズ
を
決
め
た
。
緊
迫
し
た
中
で

も
試
合
運
び
は
冷
静
だ
っ
た
。

小
技
の
後
は
大
技
だ
。八
回
、ギ

ャ
レ
ッ
ト
が
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
に
た
た
き
つ
け
る
ビ
ク
ト
リ

ー
ア
ー
チ
で
ダ
メ
押
し
し
た
。

　
不
振
だ
っ
た
池
谷
も
力
投
し

た
。
七
回
ま
で
本
塁
打
の
１
失

点
の
み
。
八
回
、
佐
野
を
中
飛

に
打
ち
取
っ
て
、
抑
え
の
江
夏

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
と
、
涙

が
あ
ふ
れ
出
た
。

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
フ
ラ
ッ
グ
、

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
と
も
に

場
内
を
一
周
す
る
ナ
イ
ン
に
、

満
月
が
淡
い
光
を
投
げ
か
け
て

祝
福
し
た
。
ナ
イ
ン
は
既
に
日

本
シ
リ
ー
ズ
を
に
ら
ん
で
い

た
。

前
田
の
節
目
の
一
打
は
、
さ
す
が

の
右
前
打

（
２
０
０
７
年
９
月
１
日
）

㊧「カープの黄金期を築いていきたい」。セ・リーグの

Ｖ２を達成。ナインに胴上げされ宙を舞う古葉竹識監督

（１９７９年 月６日）

㊦「長く、つらい、苦労した１年間だった」。６度目のセ・

リーグ制覇を果たし、選手に胴上げされる山本浩二監督

（ 年 月 日）

㊤「山本浩二は幸せものでした」。オー

プン戦での引退試合を終え、ミスター

赤ヘルがファンの声援に応えた

（１９８７年４月５日）

㊨引退試合で、花束を手にしてファン

の声援に応える大野（ 年９月 日）

　
松
田
耕
平
オ
ー
ナ
ー
代
理

が
広
報
係
に
「
シ
ャ
ン
ペ
ン

を
用
意
し
て
お
け
よ
」
と
さ

さ
や
い
た
の
は
、
七
回
が
始

ま
る
時
だ
っ
た
。
外
木
場
義

郎
は
六
回
ま
で

三
振
を
奪

い
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば

の

セ
・
リ
ー
グ
新
記
録
の
可
能

性
も
あ
っ
た
。
ス
タ
ン
ド
は

熱
気
に
満
ち
、
七
回
あ
た
り

か
ら
は
一
段
と
笛
、
太
鼓
の

音
が
高
ま
っ
た
。
一
球
ご
と

に
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　
大
洋
ベ
ン
チ
で
は
別
当
監

督
が
「
気
楽
に
い
け
」
と
声

を
か
け
て
い
た
。
最
後
の
打

者
山
田
が
２
―
２
と
追
い
込

ま
れ
る
と
「三
振
く
さ
い
な
」

と
苦
り
切
っ
た
。
案
の
定
、

山
田
は
外
角
を
よ
ぎ
る
カ
ー

ブ
に
空
振
り
。
完
全
試
合
達

成
に
ス
タ
ン
ド
に
は
紙
テ
ー

プ
が
飛
び
、
拍
手
と
大
歓
声

が
ど
よ
め
い
た
。

　
山
田
を
三
振
に
退
け
て
外

木
場
は
ポ
ン
と
グ
ラ
ブ
を
た

た
い
た
。
ど
ん
な
名
優
の
演

技
も
及
ば
な
い
風
格
と
迫
力

が
感
じ
ら
れ
た
。
帽
子
を
振

っ
て
晴
れ
や
か
な
笑
顔
。
こ

ん
な
場
面
は
１
９
６
５
年
に

も
あ
っ
た
。
プ
ロ
入
り
初
勝

利
を
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ

ン
で
飾
っ
た
。

月
２
日
、

甲
子
園
球
場
で
の
阪
神
戦
だ

っ
た
。

　
「
ス
ト
レ
ー
ト
が
走
っ
て

ま
し
た
が
、
大
洋
は
一
発
が

あ
る
の
で
な
お
さ
ら
丁
寧
に

投
げ
ま
し
た
。
完
全
試
合
を

意
識
し
た
の
は
七
回
が
終
わ

っ
て
か
ら
か
な
。
こ
ん
な
大

記
録
は
自
分
一
人
で
で
き
る

も
の
で
は
な
い
で
す
。
み
ん

な
の
お
陰
で
す
」
。
数
本
の

マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
、
丁
寧

に
し
ゃ
べ
っ
た
。

　
シ
ャ
ン
ペ
ン
が
待
つ
ネ
ッ

ト
裏
の
食
堂
に
ナ
イ
ン
が
集

ま
っ
た
。
外
木
場
は
根
本
監

督
に
が
っ
ち
り
手
を
握
ら
れ

た
。
「
完
全
試
合
を
や
っ
た

投
手
は
あ
と
が
悪
い
と
い

う
。
し
か
し
、
僕
は
負
け
ま

せ
ん
よ
。チ
ー
ム
の
た
め
に
、

そ
し
て
自
分
の
た
め
に
力
い

っ
ぱ
い
や
る
」。

勝
と
防
御

率
１
位
を
目
指
し
て
、
外
木

場
は
大
き
な
夢
を
描
い
た
。

㊧巨人戦の救援登板が、「炎のス

トッパー」津田恒美の最後のマウ

ンドとなった（１９９１年４月 日）

㊤「僕は本当に運がいい。運が良

くないと、こんな記録はできない

です」。今なお日本記録の 試合連

続安打を達成した高橋慶彦

（ 年７月 日）

「
甲
子
園
、
後
楽
園
で
は
打
て
な
く
て
い
い

が
、
広
島
で
ぜ
ひ
一
本
打
ち
た
か
っ
た
」
。

地
元
開
催
の
球
宴
で
ギ
ャ
レ
ッ
ト
が
３
本
塁

打
し
、
殊
勲
選
手
賞
を
獲
得

（
１
９
７
８
年
７
月

日
）

「
九
回
は
、
優
勝
の
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
る
よ
う

な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
」
。
佐
々
岡
真
司
（
右
か

ら
２
人
目
）が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
の
快
挙
。

チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
祝
福
さ
れ
る

（
１
９
９
９
年
５
月
８
日
、
中
日
戦
）

　
小
さ
い
け
れ
ど
、
温
か
さ
に
満
ち
た
野

球
場
の
真
ん
中
で
、
背
番
号
１
が
泣
い
て

い
た
。
「
け
が
を
し
て
チ
ー
ム
の
足
を
引

っ
張
っ
た
。
迷
惑
を
掛
け
て
き
た
」
。
逆

転
勝
ち
の
試
合
後
、
お
立
ち
台
の
前
田
智

徳
は
神
妙
に
、
自
ら
の
２
０
０
０
安
打
を

振
り
返
っ
た
。

　
バ
ッ
ト
セ
ン
ス
は
し
ば
し
ば
「
天
才
」

と
形
容
さ
れ
る
。
し
か
し
、
言
葉
と
は
裏

腹
に
、順
風
な
プ
ロ
生
活
で
は
な
か
っ
た
。

繊
細
な
性
格
で
、
最
初
は
プ
ロ
野
球
に
飛

び
込
む
の
が
不
安
だ
っ
た
と
い
う
。
１
年

目
の
キ
ャ
ン
プ
初
日
。
キ
ャ
ン
プ
地
宮
崎

県
日
南
市
行
き
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
、
前
夜

宿
泊
し
た
熊
本
工
高
時
代
の
野
球
部
長
の

家
を
出
る
の
を
渋
っ
た
。
６
月
、
１
軍
へ

上
が
っ
た
時
は
厳
し
い
雰
囲
気
に
な
じ
め

ず
、２
軍
降
格
を
志
願
し
た
日
も
あ
っ
た
。

　
卓
越
し
た
打
撃
で
す
ぐ
に
主
力
と
な
っ

た
。
だ
が
、
次
は
け
が
に
苦
し
ん
だ
。
こ

れ
ま
で
の
故
障
は

回
。
１
９
９
５
年
に

右
ア
キ
レ
ス
け
ん
を
断
裂
、
２
０
０
０
年

に
は
左
ア
キ
レ
ス
け
ん
を
痛
め
た
。
走
力

が
落
ち
、
守
備
範
囲
は
狭
ま
っ
た
。
や
が

て
、
批
判
の
声
も
聞
こ
え
始
め
た
。

　
悔
し
い
の
だ
ろ
う
。
今
で
も
口
に
す
る

の
は
打
撃
よ
り
、
足
の
こ
と
ば
か
り
。「ど

う
に
か
も
っ
と
走
れ
な
い
か
」
。
長
時
間

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
リ
ハ
ビ
リ
は

年
以

上
、
続
く
。
「
こ
ん
な
男
に
付
き
合
う
ト

レ
ー
ナ
ー
に
本
当
申
し
訳
な
い
」
。
若
い

こ
ろ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
自
分
が
一
番
知

る
。
だ
か
ら
、
心
苦
し
さ
が
胸
を
締
め
付

け
る
。

　
こ
の
日
の
朝
、
広
島
市
民
球
場
に
は
当

日
券
を
求
め
る
１
０
０
㍍
近
い
行
列
が
で

き
て
い
た
。
み
ん
な
、
バ
ッ
ト
マ
ン
前
田

の
勇
姿
が
見
た
か
っ
た
。
達
成
の
瞬
間
を

共
有
し
た
か
っ
た
人
た
ち
だ
。「こ
ん
な
無

愛
想
な
選
手
を
応
援
し
て
く
れ
て
…
」
。

こ
う
言
う
と
、
ま
た
目
頭
を
熱
く
し
た
。

　
だ
れ
も
が
目
に
焼
き
付

け
よ
う
と
し
た
背
番
号

。
涙
で
ぼ
ん
や
り
と
か

す
ん
で
い
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
一
つ
の
時
代
の
終
わ

り
を
告
げ
る
引
退
を
迎
え

た
大
野
豊
。

年
前
、「母

を
楽
に
さ
せ
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
プ

ロ
野
球
人
生
は
、
フ
ァ
ン

の
心
も
し
っ
か
り
つ
か
ん

で
い
た
。

　
愛
さ
れ
る
人
間
に
は
愛

さ
れ
る
べ
き
人
間
味
が
あ

る
。
初
対
面
の
若
い
記
者

に
も
「
大
野
豊
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
頭
を
下
げ
る
。
輝
か
し

い
実
績
が
あ
る
。
だ
が
、

そ
れ
す
ら
感
じ
さ
せ
な
い

応
対
の
優
し
さ
。
天
才
肌

と
い
う
言
葉
と
は
、
ま
っ

た
く
無
縁
の
気
さ
く
な
人

柄
。
た
た
き
上
げ
の
努
力

家
が
、
オ
ー
ラ
の
よ
う
に

醸
し
出
す
魅
力
は
親
近
感

だ
っ
た
。

　
こ
の
日
の
横
浜
戦
に
足

を
運
ん
だ
フ
ァ
ン
の
多
さ

に
、
そ
れ
が
現
れ
た
。
涙

し
た
フ
ァ
ン
の
惜
別
は
、

プ
ロ
野
球
人
に
と
っ
て

み
ょ
う
り

冥
利
に
尽
き
た
。
人
と
の

触
れ
合
い
を
大
切
に
し
、

全
力
投
球
の
姿
で
培
っ
た

財
産
で
あ
る
。
こ
ん
な
に

称
賛
さ
れ
る
の
は
、

年

間
の
投
球
か
ら
だ
け
で
は

な
い
。

　
自
ら
の
人
生
に
重
ね
合

わ
せ
た
声
援
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
晩
年
と
い
う
言
葉

が
似
合
わ
な
い
不
惑
か
ら

達
成
し
た
数
々
の
最
年
長

記
録
は
、
驚
嘆
と
同
時
に

多
く
の
人
に
勇
気
を
与
え

た
。
小
さ
な
高
校
、
草
野

球
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
か

ら
の
テ
ス
ト
入
団
は
、
か

つ
て
の
野
球
少
年
の
郷

愁
を
、
そ
し
て
若
者
の
夢

を
生
ん
だ
。
「
僕
は
素
人

投
手
だ
っ
た
か
ら
ね
」
。

原
点
を
忘
れ
な
い
思
い

が
、
向
上
心
の
根
幹
だ
っ

た
。

　
１
９
７
７
年
９
月
の
初

登
板
か
ら
の
投
球
数
は

「
３
５
５
１
４
」
に
達
し

た
。
壮
大
な
足
跡
と
記
憶

を
残
し
、
「不
屈
の
挑
戦
」

を
続
け
た
投
手
は
万
雷
の

拍
手
の
中
で
ゴ
ー
ル
を
迎

え
た
。㊤「地元で打てて、よかった」。２０００

安打を放って、安堵（あんど）の表情

を見せた衣笠祥雄（１９８３年８月９日）

㊦「ファンの声援に後押しされ、ここ

までこられた」。２０００安打達成後のセレ

モニーで全ナインと記念撮影した野村

謙二郎 （２００５年６月 日）

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
本
拠
地
と
し
て
数
々

の
名
場
面
を
演
出
し
た
広
島
市
民
球
場
が
役

目
を
終
え
た
。開
場
し
た
１
９
５
７
年
以
来
、

プ
ロ
野
球
公
式
戦
が
行
わ
れ
た
の
は
３
１
８

２
試
合
。
ど
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
も
フ
ァ

ン
と
選
手
の
距
離
が
近
い
球
場
だ
っ
た
。
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
２
０
０
７
年
、
前

田
智
徳
が
超
満
員
の
フ
ァ
ン
の
前
で
２
０
０

０
安
打
の
偉
業
を
達
成
し
、
ス
タ
ン
ド
と
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
歓
喜
の
胴
上
げ
が
あ

っ
た
、引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
の
涙
も
あ
っ
た
。感

動
の
す
べ
て
を
共
有
し
た

年
間
を
当
時
の

記
事
と
写
真
で
再
現
し
た
。
（五
反
田
康
彦
）



（４）２００８年（平成２０年）　　

広島市民球場で初の日本一を達成し、喜ぶナイン（１９８０年 月２日）

㊤球場に乱入した忍者ス

タイルの男が突然、バッ

クネットによじ登った。

試合は９分間中断した

（１９９０年５月 日）

㊦初めて広島市民球場で

カクテル光線が点灯、ナ

イターでの一戦にファン

は酔いしれた

（５７年７月 日）

シーズン最終戦で、チームへの残留

を願うファンが横断幕を掲げる中、

エース黒田博樹が登板した

（２００６年 月 日）

審
判
の
判
定
を
不
服
と
し
、
引
き
抜
い
た
一
塁
ベ
ー
ス
を

放
り
投
げ
て
怒
り
を
表
す
ブ
ラ
ウ
ン
監
督

（
２
０
０
６
年
５
月
７
日
）

球界史上初めての日本シリーズ第８戦。西

武の秋山幸二が一発を放ち、本塁付近で宙

返りのパフォーマンス（１９８６年 月 日）

球場完成の翌年、初めて

オールスター戦が開催さ

れた（１９５８年７月 日）

㊨球団創設 年目でセ・リーグ初優勝を果たし、地元ファンにチャンピオンフラッグをお披露目（１９７５年 月 日）

㊧２１３１試合連続出場の世界記録を達成し、笑顔で花輪を掲げる衣笠祥雄（８７年６月 日）

・７・ 　渡辺忠雄広島市長ら政官界　
　代表６人がナイター球場建設覚書に調印
・１・ 　財界 社（二葉会）が球場建設

　資金１億６０００万円の寄付を市に申し入れる
　　　１・ 　広島市議会の緊急臨時会で寄
　付金を予算に追加計上。球場建設が正式決
　定
　　　２・ 　広島市民球場起工式
　　　７・ 　広島市民球場完成
　　　７・ 　広島市民球場の完工式と点灯
　式。小雨の中、ファン１万５０００人が集まる
　　 ７・ 　初のプロ野球公式戦ナイタ
　ー。長谷川良平投手らが阪神打線につかま
　り、１― で大敗
・７・ 　初のオールスター戦開催
・６・ 　阪神戦で阿南準郎選手のバン

　トを主審が誤審。２時間 分の中断後、試
　合中止に。怒った観衆１０００人がグラウンド
　になだれ込み県警機動隊が出動。７月１、
　２日の試合は中止に
・９・ 　外木場義郎投手が大洋戦で完

　全試合達成
・４・ 　外木場義郎投手が巨人戦で３

　度目の無安打無得点試合を達成。大投手の
　沢村栄治さん（巨人）と並ぶ
・９・ 　優勝を争う中日戦の九回裏、

　本塁に突入した三村敏之選手への捕手のタ
　ッチプレーをめぐり両軍選手がもみ合う。
　約２００人のファンも乱入し、 日の試合は
　中止に
・ ・ 　 日に東京・後楽園球場で初

　優勝。凱旋（がいせん）試合となった最終
　の中日戦に２万６０００人が詰めかける。広島
　は大逆転勝ち。優勝に花を添える
・４・ 　球審への巨人の抗議に興奮し

　た観客がグラウンドに下りる。試合後、フ
　ァンと巨人選手がもみ合い、バットで殴ら
　れたファン２人が負傷。２日後、巨人・張
　本勲選手が警察に出頭し、傷害容疑で取り
　調べ
・７・ 　オールスターでギャレット選

　手が３本塁打
・７・ 　高橋慶彦選手が巨人・新浦寿

　夫投手から左前打。 試合連続安打の日本
　記録を達成
　　　 ・６　阪神に勝ち、２度目のリーグ
　制覇。初の広島市民球場での胴上げ

・４・８　山本浩二選手が通算３００号本
　塁打。衣笠祥雄選手が通算１５００安打。両雄
　がそろい踏み
　　　 ・２　日本シリーズで近鉄を４勝３
　敗で下し、「江夏の 球」で勝った前年に
　続く日本一。日本シリーズでは市民球場初
　の胴上げ
・８・９　衣笠祥雄選手が阪神・小林繁

　投手から左前打。球団生え抜きでは初の
　２０００安打
・ ・ 　３度目の日本一。阪急に４勝

　３敗
・ ・ 　史上初めて日本シリーズが第

　８戦にもつれ込む。西武に２―３で敗れ、
　４度目の日本一を逃す。山本浩二選手が引
　退
・４・４　内野２階席が全面完成

　　　６・ 　衣笠祥雄選手がルー・ゲーリ
　ッグ選手（ヤンキース）を抜き、２１３１試合
　連続出場の世界新記録を樹立

・５・ 　バックネットに男がよじ登
　る。発煙筒などをグラウンドに投げ入れ、
　威力業務妨害の疑いで広島中央署に逮捕さ
　れる
・ ・ 　ダブルヘッダーの第２試合、

　佐々岡真司―大野豊両投手の完封リレー。
　阪神を下し、５年ぶり６度目のリーグ制覇
・３・ 　電光式スコアボードが完成
・４・７　カープ球団創設 周年目。Ｏ

　Ｂ始球式がスタート。１人目は長谷川良平
　さん
・６・ 　野村謙二郎選手がヤクルト・

　川島亮投手から左前打。球団史上３人目の
　２０００安打
・ ・ 　中日最終戦。戦列を離れてい

　た黒田博樹投手が九回二死から約１カ月半
　ぶりに登板。数千枚の赤い紙製ボードと横
　断幕を掲げたファンの歓声を浴び、プロ初
　セーブ
・９・１　前田智徳外野手が中日・久本

　祐一投手から右前打を放ち、２０００安打達成

主
審
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
め
ぐ
っ
て
、
初
の
試
合

中
止
。
約
１
０
０
０
人
の
フ
ァ
ン
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
な
だ
れ
込
み
、
大
混
乱
と
な
っ
た

（
１
９
６
４
年
６
月

日
）

　　　（ 日現在）
　　　安　打
①衣笠　祥雄　１２０８
②山本　浩二　１１３９
③前田　智徳　 ９２６
④野村謙二郎　 ８５６
⑤高橋　慶彦　 ８１４
　　　本塁打
①山本　浩二　 ２７１
②衣笠　祥雄　 ２２７
③前田　智徳　 １５１
④金本　知憲　 １１０
⑤江藤　　智　 １０８
⑤新井　貴浩　 １０８
　　　勝　利
①北別府　学　 １０７
②外木場義郎　　６７
③大野　　豊　　６５
③川口　和久　　６５
⑤大石　　清　　６１
　　　セーブ
①大野　　豊　　６１
②永川　勝浩　　
③佐々岡真司　　４８
④津田　恒美　　４１
⑤江夏　　豊　　２２
　 ※カープ在籍時

　
広
島
市
民
球
場
の

年

の
歴
史
で
、
最
も
活
躍
し

た
選
手
は
だ
れ
か
。
市
民

球
場
で
刻
ま
れ
た
投
打
の

記
録
を
調
べ
た
。

　
最
も
安
打
を
放
っ
た
の

は
、
２
５
４
３
安
打
の
球

団
記
録
を
持
つ
衣
笠
。
２

０
０
０
安
打
の
金
字
塔
も

地
元
で
打
ち
立
て
た
。
山

本
浩
は

本
差
で
２
位
。

現
役
で
は
前
田
が
ト
ッ
プ

３
入
り
し
た
。

　
本
塁
打
は
、や
は
り
「ミ

ス
タ
ー
赤
ヘ
ル
」だ
っ
た
。

生
涯
５
３
６
本
塁
打
の
う

ち
、
半
数
以
上
の
２
７
１

本
の
ア
ー
チ
を
市
民
球
場

で
マ
ー
ク
し
た
。一
方
で
、

４
位
以
下
の
３
選
手
が
フ

リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
チ

ー
ム
を
去
っ
た
の
は
寂
し

い
限
り
。

　
勝
利
投
手
は
、
１
０
７

勝
の
北
別
府
が
２
位
以
下

を
大
き
く
引
き
離
し
た
。

年
連
続
で
白
星
を
挙

げ
、

年
（

勝
）
、

年
（

勝
）
と
２
度
も
２

け
た
勝
利
を
記
録
し
て
い

る
。

　
セ
ー
ブ
は
小
差
で
大
野

が
ト
ッ
プ
。
永
川
は
入
団

６
年
で
歴
代
２
位
の
数
字

を
積
み
上
げ
た
。
「
炎
の

ス
ト
ッ
パ
ー
」
津
田
、
カ

ー
プ
黄
金
期
の
リ
リ
ー
フ

エ
ー
ス
だ
っ
た
江
夏
と
胴

上
げ
投
手
が
続
い
て
い

る
。

（
日
野
淳
太
朗
）


